
山梨県
F i l e  N o. 09

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 915 869 746 801 710
採用予定者数 292 291 261 258 310

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

○ 豊かな人間性と幅広い視野を持った教員
○ 教育に対する情熱と使命感がある教員
○ 児童生徒と保護者に信頼される教員
○ 幅広い教養と専門的な知識・技能を持った教員
○ 生涯にわたって主体的に学び続ける教員

出願期間 公開日　３月13日（木）　電子申請　４月30日（水）10:00～６月３日（火）17:00

試験日程
１次試験　試験日　7月６日（日）　　合格発表日　７月25日（金）
２次試験　試験日　第１回目：８月２日（土）　第２回目：８月12日（火）～14日（木）の指定した１日　　
　　　　　合格発表日　９月24日（水）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史（日本史），
公民（政経），数学，理科（物理，化学，生物），音楽，美術，書道，保健体育，家庭，福祉，英語，情報，農業（農
業土木），工業（機械，電気，土木），商業　［特］（小）（中）［中］と同一教科　（高）［高］と同一教科及び科目。
ただし農業（農業土木），工業（機械，電気，土木），商業を除く。　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　●A　障害のある者を対象とした特別選考　障害の状態に応じて配慮。●B　グローバル人材
特別選考（国際貢献活動経験者特別選考）　［小］志願者対象。１次において加点。●C　スポーツ実績による
特別選考　［中・高］保健体育志願者対象。１次の専門を免除。●D　教職経験者を対象とした特別選考　①
D1　規定の教職経験を有する者は，１次の教職・一般を免除。②D2　［小・中・特］志願者で，現在，山梨県公
立学校の臨時的任用教職員等として任用され，勤務経験通算10年以上かつ現任校の学校長からの推薦を受
けた者のうち，推薦書及び小論文による選考を通過した者は，１次を免除。③D3　［小・中・特］志願者で，過
去に公立学校の正規教員として勤務経験を有し，子育て等のために退職した者は，１次の教職・一般を免除。
④D4　県外公立学校の現職正規教員で，小論文による選考を通過した者は，１次を免除。●E　社会人特別
選考　［中］家庭，技術，［高］福祉，情報，農業，工業志願者で，規定の勤務経験がある者は，１次の教職・一般
を免除。●F　大学３年生を対象とした選考（令和９年度採用）　［小・中・特（小）（中）・養・栄］［高・特（高）］
国語，数学，英語対象。１次を受験可能。■大学推薦　［小・特（小）］志願者対象。規定の要件を満たし，山梨県
教育委員会が指定する大学等が推薦する者は，１次の教職・一般を免除。

新規情報

■地方会場　１次試験に東京会場あり。■３年生受験　全校種対象。■奨学金返還支援　奨学金の返還一部
支援。■初任給　大卒252,630円，修士修了269,973円（地域手当2.30％加算，対象校はへき地手当等も）。
■初任者研修　校種に応じた研修を実施。法定研修対象ではない養護教諭と栄養教諭も実施している。初任
者同士のよりよい関係づくりができるようホームグループをつくり，情報交換会なども開く総合教育センター
に学校教育支援アドバイザーを配置，仕事の困り事・悩み事のアンケートのほか，毎回の研修で相談ができる。
■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地／離島／寒冷地勤務　義務ではないが，人事交流の円滑を期した
新採用交流がある。■懲戒処分の指針　HP掲載。■部活指導の地域移行　28市町村（組合含む）で一部の活
動において行っている自治体は休日が運動部12（43％）文化部２（７％），平日が運動部１，文化部０。

面　積 4,465 ㎢
人　口 783,797人
県の花 フジザクラ
県の木 カエデ
県の鳥 ウグイス

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 7,197 1,340 190

不登校（人） 794 1,467 194

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　〈教職教養〉のうち，学習指導要領では総則が必

出であり，今年度は「小（中，高等）学校教育の基

本と教育課程の役割」から道徳教育の理解を問う問

題と「教育課程の実施と学習評価」が出題された。

　生徒指導では「生徒指導提要」（2022年）が必出

であり，今年度は「第10章 不登校」から「支援の

目標」を問う問題が出題された。

　教育時事では，昨年度に続いて「教育振興基本計

画」（2023年）の「5つの基本的な方針」から「② 

誰一人取り残されず，全ての人の可能性を引き出す

共生社会の実現に向けた教育の推進」の理解を問う

問題が出題された。また，「『令和の日本型学校教

育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方につ

いて（答申）」（2022年）も出題された。

　教育法規では，教育基本法と学校保健安全法，い

じめ防止対策推進法，学校教育法施行規則が必出で

あり，学校教育法や教育公務員特例法（研修），教

育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する

法律が頻出であるが，今年度もこれらの法規から出

題された。また，憲法や学校教育の情報化の推進に

関する法律も出題された。条文のキーワードを整理

しておくことが重要だ。

　教育心理は例年，幅広い領域から出題されてい

る。今年度は学習理論（レディネス，動機づけ等）

を問う問題が出題された。

　教育史では例年，西洋教育史と日本教育史の人物

に関する問題が主に出題されており，今年度はデュ

ーイ，エレン・ケイ，小原國芳を問う問題がみられ

た。人物名，思想上の特色，著書をセットにして一

覧表を作成したい。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語

（現代文読解等）と英語（単語，熟語，会話文）を

中心とした出題となっており，今年度も同じような

傾向であった。社会科学では例年，幅広い分野，と

りわけ時事を中心として出題されており，今年度も

このような傾向に変わりはなかった。自然科学では

例年，数学（式の計算等）と理科全般から幅広く出

題されており，今年度も同様の傾向となった。

▶必出の学習指導要領総則と生徒指導提要
▶教育法規は教基法，学保安法，いじめ防止法，学校法施規
▶時事問題では大阪・関西万博についても
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